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　水と緑にあふれる北関東のどまん中
　支え合い、人と地域が輝く
　交流拠点都市を目指して

　平成 17 年２月 28 日、佐野市、田沼町及び葛生町の合併により新たな「佐野市」
が誕生いたしました。合併後の平成 18 年度には、新市として最初の総合計画を

策定し、将来像である「育み支え合うひとびと、水と緑と万葉の地に広がる交流拠

点都市」の実現に向け様々な取組を積極的に推進してまいりました。

　しかしながら、本市を取りまく社会環境は変化し、急速に進行している人口減少

や少子高齢化への対応、地方創生時代の到来、全国各地における大規模災害の発生

による安全・安心に対する不安意識の高まりなど、対応すべき課題も大きく変化し

てきています。

　そのため、平成 30 年度からの「第２次佐野市総合計画前期基本計画」は、これま

での総合計画の成果実績を十分に検証し、また、国の大きな政策である地方創生を

基本とし、市民の皆様の意向と市政公約の内容を計画に盛り込み策定いたしました。

　将来像を「水と緑にあふれる北関東のどまん中　支え合い、人と地域が輝く交流

拠点都市」とし、新たに推進テーマとして「定住促進」を位置づけ、７つの基本目標、

18の政策、38の施策に体系化することにより、各施策の現状と課題を明らかにし、

課題の解決に向けた基本事業を設定いたしました。

　また、リーディングプロジェクトとして推進してきました「観光立市」、「スポー

ツ立市」に、新たに「産業・文化立市」を加え、本市の高速交通の利便性を最大限

に活用し、地域産業の発展と企業誘致による経済の活性化を図るとともに、市民文

化の醸成と歴史・文化資源、文化芸術活動を本市の財産として保存・振興を図るこ

とで、市勢の進展につなげていきたいと考えております。

　結びに、本計画の策定に際し、ご意見、ご提言をいただきました多くの市民の皆様、

市議会、策定懇談会、まちづくり会議をはじめ、関係の皆様に心からお礼申し上げ

ますとともに、将来像の実現に向け、より一層のご支援とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

　　平成 30（2018）年 3月

　　佐野市長　岡  部  正  英　

１．佐野市総合計画の構成・計画期間
　第２次佐野市総合計画は、本市のまちづくりの基本方針を明らかにし、その基本方針に基づくまちづくりを行
うために、平成30（2018）年３月に策定しました。
　この計画は、平成30（2018）年度を計画初年度とし、平成 41（2029）年度を最終目標年度とする12年間の本
市のまちづくりを推進する計画で、「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」で構成されています。

２．まちづくりの基本方針
　計画期間における本市のまちづくりの基本方針として、総合計画基本構想で、本市の将来像と、それを実現
するための推進テーマ、行政経営方針、７つの基本目標を定めています。

・「水と緑にあふれる」は、水と緑に包まれた豊かで美しい自然環境の佐野を示しています。
・「北関東のどまん中」は、北関東３県の中心、北関東自動車道、東北自動車道の結節点であり、交通の要衝として重要な位置を占める佐野を示しています。
・「支え合い」は、市民と行政が協働し、力を合わせて取り組むまちづくりを示しています。
・「人と地域が輝く」は、市民一人ひとり（子どもから高齢者まで）が地域でいきいきと生活し、地域も輝くまちづくりを示しています。
・「交流拠点都市」は、日本の緯度経度の中心、交通の要衝としての立地条件を活かし、国内外との観光、スポーツ、産業・文化等を通じた交流拠点として、
　まちの発展を目指す佐野を示しています。

3．土地利用の基本方針
　総合計画では、本市のまちづくりを推進するにあたり、市の発展や市民生活に密接に結びつく土地利用の
基本方針を定めています。
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●将来像 「水と緑にあふれる北関東のどまん中 
　　　　   支え合い、人と地域が輝く交流拠点都市」

（1） 地域の特性を活かした土地利用を推進します。
（2） 新たな産業基盤の整備を図ります。
（3） 賑わいと魅力のある中心市街地及び周辺地域のコミュニティ拠点の整備を図ります。
（4） 貴重な歴史資源・景観を大切にし、それらを活用して文化的風土を高め育てます。
（5） 定住と子育てのできる基盤の整備・確保を図ります。
（6） うるおいのある住環境・生活空間を確保します。
（7） コンパクトシティ構想による全市・広域的にネットワーク化された道路・交通体系を確立します。
（8） 山や河川の豊かな自然を大切にし、緑と水に親しむ空間を確保します。

魅力ある産業で賑わう活力あるまちづくり 
新たな流れの創造による賑わうまちづくり
健やかで元気に暮らせるまちづくり 
豊かな心を育み、学び合うまちづくり

快適により安全で安心して暮らせるまちづくり 
美しい自然、環境と調和するまちづくり
市民参加による自立したまちづくり
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●行政経営方針 方針１　「効率的な行政経営」の視点　　方針２　「持続可能な財政運営」の視点
方針３　「職員の能力向上」の視点　　　方針４　「市民との協働」の視点

●推進テーマ 「定住促進」●推進テーマ 「定住促進」




